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「ふれ合う」から「向き合う」へ

動画を編集したり ウェブページを改装

したり と、ここ １ 週間は、Ｐ Ｃのモニ

ターとにらめっこをする日々が続いて

おり ました。

その中で、中高一貫校に通われる遠隔

授業（Ｚ ＯＯＭ）の生徒さんから、学

校の古文の授業が分からな くなってき

たので（古文の勉強を）きっち り と し

たいというオファーを承ったのです。

中高一貫校の場合の大抵は、中学３年

生で高校古文の領域に入り ますが、進

度を伺ったところ、その予想通りの展

開がなされていました。

というのは、例えば、「動詞の四段活

用・上二段活用・下二段活用」とか、

「形容詞のシ活用とシク活用、あるい

は、「形容動詞のタリ活用とナリ活用」

など、これらの言葉が生徒さんから発

せられると、高校生の領域に入ったこ

とが分かるほど、古文に関しては明確

なのですね。

ちなみに、現代国語の文法の場合は、

四段活用ではなくて五段活用であるし、

上一段活用・下一段活用のみで、上二

段活用・下二段活用の分類はなされて

いませんし、形容詞や形容動詞にいた
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っては「～活用」という区別もあり ま

せん。

それに、中学校で学ぶ古文の文法は係

り結びの法則のみで、つい３年ほど前

までは「ぞ・なん・や・か・こそ」と

いう言葉があらわれたところに線が引

かれていて、「係り結び」と答えるこ

とができれば正解というお粗末なもの

でした。

その後の教育改革で多少は難し くなっ

たとはいえ、「ぞ・なん・や・か」の

場合はあとに結ばれる用言は連体形に

なり、「こそ」の場合は已然形（いぜ

んけい）の用言で結ばれることを知っ

ていて、28ある古代日本語（古文）の

助動詞の中から出されるのは「けり」

と「たり」に限られ、連体形なら「け

る／たる」で、已然形なら「けれ／た

れ」で結ばれると答えるこ とが出来れ

ばそれで良しという、これまたワンパ

ターンで、お粗末さという点では何ら

変わっていません。

それはともかく、そのＺ ＯＯＭ生徒さ

んのお母様から、幸いにも現代国語の

成績が急激にアップし、学年上位に位

置できたこ とへのお礼のメ ッセージと

共に、

「古文の Ｚ ＯＯＭ授業がおわったあ

とで、『めちゃ く ちゃ勉強になる ！ 』

と、ひとこと言ってました。本人主導

で始めることができて本当に良かった

です。」

という メ ッセージも戴けたことは、今

後の大きな励みになり ますし、更に次

のよ うな決定的なメ ッセージをいただ

いたことは、至上の喜びでもあ り まし

た。

「小学校の国語はいろんな文章に出会

う機会でしたが、中学生の３年間は国

語と向き合う大切な時間なんだと親と

して気付きました。先生は常に国語は

一朝一夕で身につく ものではないとお

っしゃっていて、私も小学校から中学

校までの国語との向き合い方を息子を

通して見続けてきて、今や国語は息子

の武器にまでなろう としてます。」

ここで、あなたにお伺いします。この

メ ッセージの中に、お母様だからこそ

書く こ とのできける文言があるのです

が、お気づきいただけましたか ？

それは、

「小学校の国語はいろんな文章に出会

う機会でしたが、中学生の３年間は国

語と向き合う大切な時間なんだ」

という と ころです。

それは、こ ういう理由からです。

私は仮にも指導者ですから、小学 １ 年

生の読解問題であろう と高校生のそれ

であろう と、同じ「分析」という頭脳

作業であり、その結果を基にした指導

であるのです。

ですから、本来ならば最も基本的であ

るはずの「色々な文章に出会う」とい

う楽しさを伝えるという私という指導

者の想いが、ともすれば希薄になり、

分析を通して生徒さんに理解を促し、

その積み重ねで読解力をアップさせる

ことのみに注視してしま う傾向が強く

なり ます。

そこで、いろいろな文章に触れさせる

というコンセプ トが強く反映されてい

る学年はどこ までで、どこから「向き

合う」というコンセプ ト での指導方法

へと軌道を変えてい くべきかなのかを

再検証してみたのです。

すると、あくまでも私の塾舎内の教

材での判断であり、非受験生という

前提ですが、４年生の中盤から５年

生の１年間という比較的長い期間に、

子どもたちの意識を変えていかなく

てはならないこ とが分かり ました。

これを難関校への受験指導に置き換え

ると、小学 １ 年生から「向き合う」と

いう概念で指導しなければ間に合わな

いという ことになり ます。

しかしながら、難関校受験を目指すか

らといって、読書が好きな子どもさん

から本を取り上げて、目にする文章を

全部「激ムズ」の読解問題にする必要

はないと思うのですね。

それは、読書は優れた言葉や文章、あ

るいは表現と「ふれ合う」ための大変

良いチャンスであるし、そのチャンス

を上手に利用するという意味で、

「この表現、なかなかイ イ よね。」

という よ うに、ときには子どもさんと

一緒に大人である自分も読みながら、

まるで「合いの手」のよ うな言葉を、

あ く までも押しつけがまし く ならない

よ うに、むしろこちらの独り言のよ う

に発することで、初めのうちは

「そ うかな～？」

と思っている生徒さんであっても、大

人が発する「合いの手」が、いずれは

語彙数を増やし語彙力のアップが要求

される、いわゆる「向き合う」こ とに

移行した際には、言葉をかみしめるこ

とができるという感性レベルに達すれ

ば良いのです。

そのよ うに考えたとき、小学 １ 年生の

読解問題であろう と、高校生のそれで

あろう と、同じ「分析」という頭脳作

業であり、その結果を基にした指導で

あるという私なりの「常識的な概念」

には、ある種の盲点というのか、もっ

と意識を改革改良するべき点があるの

ではないかという自問自答の必要性を

痛感させられるのです。

「４年生とか５年生になったら内容が

急に難し くなるよね。」

というのが一般の親御様の漠然とした

概念です。「漠然とした概念」だなん

て、なんだかとても失礼な表現をして

いるよ うな気がするのですけれど、失

礼の上塗りをお許し願って、次のこ と

を私から問われたら、どのよ うに答え

ていただけるでし ょ うか。

「では、何がどれだけ難し く なるのか

具体的におっしゃって下さい。」

おっと、これはち ょ っとお答え辛い質

問ですね。では、質問を次のよ うに変

えまし ょ う。

「では、難し くなるという こ とに対し

て具体的なご心配をおっしゃって下さ

いませんか？」

これに対して、指導者にとって「漠然

と」は許されません。なぜなら、親御

様が「漠然と」持たれているこ とを言

語化し具現化するのが私たち指導者の

仕事であり、「ふれ合う」から「向き

合う」へ指導方法の軌道を変えねばな

らないというコンセプ トの方向転換を

脳裏にたたき込まないといけないので

すから。

このことは、国語だけでな く て算数に

も同時的に起こって く るのが４年生の

中盤から ５年生の １ 年間です。

親御様はご自身の想いを自由闊達に表

現して くださ り、私へのお礼の意をこ

めて、ときには強い想いのこもったメ

ッセージを下さいます。

そのなかに私の「常識」を見事に打ち

破る「非常識」がある。

正直申し上げて、国語読解指導につい

て、ややに詰まっている部分があった

のでが、大きな風穴が開けられたこと

でアタマの中の風通しが大変良く なり

ました。

そこで、今号のニュースレターは、読

解問題に対してどのよ うに向き合って

分析し、それを基に生徒さんにどう指

導しているのか、その現場の一部に過

ぎませんが、お話を進めてい く こ とに

します。

小難しい内容が続きますが、コーヒー

や紅茶を片手に、ご参考までにお目を

通していただければ幸いです。

なお、次のページは「小学生５年生国

語コア」の問題画像ですが、著作権に

関わり ますので、ブログへのアップも

塾のウェブページへのアップもしてい

ません。つま り、このニュースレター

限定の記事となり ます。
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〈
大
問
１
〉

問
題
文
の
中
に
「
た
と
え
を
用
い
て
」
と
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
文
中
の
「
～
の
よ
う
な
」
と
い
う
表
現
か
所
を
探
し

ま
し
ょ
う
。

二
十
三
字
と
い
う
制
限
と
「
書
き
ぬ
き
」
の
条
件
が
与
え

ら
れ
て
い
る
場
合
、
ど
こ
か
ら
書
け
ば
良
い
か
で
は
な
く
て
、

「
ど
こ
で
書
き
終
わ
る
か
」
と
い
う
「
結
び
」
を
発
見
す
る
の

が
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
ず
、
「
～
の
よ
う
な
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
３
行

目
に
「
洗
濯
物
を
外
に
干
す
よ
う
な
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ

に
ね
ら
い
を
定
め
ま
す
。

次
に
「
洗
濯
物
を
～
」
の
周
囲
の
文
を
見
る
と
、
１
行
目

か
ら
４
行
目
の
「
晴
れ
て
い
る
と
き
は
～
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

に
設
問
へ
の
答
を
ひ
そ
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、

文
字
数
が
多
す
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
た
と
え
」
の
場
合
は

名
詞
形
で
終
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
答
は
「
毎
日
」
で
結

ぶ
と
う
ま
く
い
く
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

結
び
の
部
分
が
分
か
っ
た
の
で
、
「
毎
日
」
の
「
日
」
を

二
十
三
文
字
目
と
し
て
逆
に
文
字
を
数
え
て
い
き
ま
す
。
す

る
と
「
ず
っ
と
」
の
「
ず
」
か
ら
書
き
始
め
れ
ば
字
数
と
合

う
こ
と
が
分
か
る
の
で
、
こ
れ
が
答
の
部
分
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
「
２
週
間
ほ
ど
稲
を
干
す
」
の
で
す
か
ら
、
か
な
り

な
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
「
ず
っ
と
～
」
と
い

う
言
葉
は
長
い
期
間
を
表
す
言
葉
な
の
で
、
答
え
に
ふ
さ
わ

し
い
こ
と
を
確
信
で
き
ま
す
。

〈
大
問
２
〉

こ
れ
も
書
き
ぬ
き
で
す
が
、
「
こ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る

の
か
」
と
い
う
、
問
題
自
体
の
言
葉
、
特
に
「
背
景
」
と
い

う
言
葉
が
難
し
い
の
で
、
何
を
問
わ
れ
て
い
る
の
か
が
分
か

ら
な
い
と
い
う
生
徒
さ
ん
が
出
て
来
て
も
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
に
、
「
『
背
景
』
っ
て
何
？
」
と
問
わ
れ
て
即

座
に
分
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
と
な
る
と
、
大
人
で
も
戸
惑

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
文
法
的
な
ス
キ
ル
を
使
い
ま
す
。

文
章
を
読
み
進
め
る
と
１
１
行
目
に
「
で
き
あ
が
っ
た
米

の
背
景
に
は
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
述
部
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
主
部
（
主
語
）
に
当
た
る
と
こ
ろ
が

答
え
に
な
る
は
ず
だ
と
分
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
主
語
に
な
る
場
合
は
「
～
は
」
「
～
が
」
と
い

う
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
予
測
す
れ
ば
、
１
０
行
目

か
ら
１
１
行
目
に
か
け
て
の
「
長
い
時
間
を
～
智
恵
や
工
夫
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
二
十
字
と
い
う
指
定
文
字
数
に
も

か
な
い
ま
す
。

〈
大
問
３
〉

問
題
文
の
表
現
が
難
し
い
で
す
ね
。
「
作
業
と
し
て
何
を

行
っ
た
と
い
う
観
点
で
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
お
そ
ら
く
、

子
ど
も
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
何
を
尋
ね
ら
れ
て
い
る
の
か
を
把
握

で
き
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
作
業
と
し
て
」
と
い

う
言
葉
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
１
４
行
目
ま
で
が

「
米
作
り
」
の
と
き
の
大
変
さ
が
書
か
れ
て
い
て
、
１
５
行
目
か

ら
は
「
脱
こ
く
」
と
い
う
作
業
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
か
ら
、
答
は
「
２
週
間
後
、
」
と
い
う
句
読
点
を
ふ
く
め
た

五
字
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

〈
大
問
４
〉

こ
の
段
落
の
テ
ー
マ
は
「
脱
こ
く
」
で
す
か
ら
、
１
５
行
目
の

「
脱
こ
く
と
は
」
か
ら
１
８
行
目
の
「
白
米
に
な
る
。
」
ま
で
が

「
白
米
に
す
る
ま
で
の
作
業
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
脱
こ
く
と
は
～
白
米
に
な
る
。
」
を
全
部
書
く

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
幹
と
な
る
部
分
と
枝
葉
と
な
る
部

分
に
分
け
ま
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
、
「
稲
か
ら
実
落
と
す
」

こ
と
で
す
。
次
に
、
「
籾
を
取
り
の
ぞ
く
こ
と
」
で
、
最
終
的
に

「
精
米
す
る
こ
と
」
で
す
か
ら
、
こ
れ
で
「
幹
」
と
な
る
部
分
を

選
び
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
と
は
こ
れ
を
上
手
に
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
、
「
稲
か
ら
実
を
取
り
、
籾
を
取
り
の
ぞ
き
、
さ
ら
に

精
米
す
る
」
（
「
さ
ら
に
」
は
な
く
て
も
良
い
）
と
す
れ
ば
二
十

五
文
字
以
内
に
収
ま
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
文
の
結
び
で
あ
る
句
点
（
「
。
」
）
も
一
字
に
数

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
二
十
四
文
字
以
内
に
収
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
で
す
。
原
稿
用
紙
に
作
文
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
最
後
の
マ
ス
目
に
「
る
。
」
の
二
文
字
を
入
れ
る
と
ア
ウ
ト

で
す
。
勘
違
い
と
油
断
は
禁
物
で
す
。

〈
大
問
５
〉

こ
の
文
章
で
特
徴
的
な
の
は
、
せ
り
ふ
が
時
折
挟
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
漫
画
で
も
そ
う
で
す
が
、
せ
り
ふ
は
何
気
な
く
書
か

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
け
れ
ど
、
実
は
必
要
最
小
限
し
か
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
こ
う
い
う
説
明
的
文
章
に
せ
り
ふ

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
特
別
の
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
そ

れ
を
前
提
に
し
て
読
み
進
め
る
と
、
北
島
さ
ん
の
せ
り
ふ
の
中
に

答
の
部
分
が
あ
り
そ
う
だ
と
い
う
予
測
が
つ
き
ま
す
。
実
際
に
、

「
田
ん
ぼ
が
作
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
な
る
べ
く
土
に
お
返

し
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
」
と
あ
り
ま
す
し
、
設
問
内
に
あ

る
「
ど
う
い
う
考
え
が
あ
る
か
ら
で
す
か
」
と
符
合
し
ま
す
ね
。

と
い
う
こ
と
で
、
「
田
ん
ぼ
が
～
考
え
」
ま
で
が
答
え
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
注
意
必
要
で
す
。
「
ど
う
い
う
考
え
」
い
う
よ
う

に
「
考
え
」
と
い
う
名
詞
で
問
わ
れ
て
い
る
の
で
。
「
考
え
で
す
」

ま
で
書
い
て
し
ま
っ
た
ら
ア
ウ
ト
で
す
か
ら
、
「
考
え
」
で
と
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
大
問
６
〉
〈
大
問
７
〉

文
章
の
全
体
把
握
、
つ
ま
り
、
ま
と
め
の
問
題
で
す
。
こ
こ
ま

で
来
る
と
、
最
終
段
落
の
結
論
部
分
殻
か
ら
の
問
い
に
な
る
の
で
、

答
え
ら
れ
る
生
徒
さ
ん
が
圧
倒
的
に
多
く
な
り
ま
す
ね
。
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いかがでしたか？

こ ういう解き方を「論理的に解く」と

言いますが、これをお子さんだけでさ

せるには、そのお子さんに相当な技量

がないと出来ませんし、指導者である

私だけでな く、ご家庭で学習なさるに

しても、口頭だけではその場ではなん

とな く理解させることは出来きても、

あく までも「何となく」なので、も う １

回やり直したとしても、子どもさんの

頭の中で再現させることは、とても難

しいこ とです。そこで、特に読解問題

が苦手な子や、なかなか文章に向き合

えない子どもさんには、下のよ うなポ

イン ト を書き込んだ「やり直し課題」

を手渡し、読解文章に向き合えるよう

なきっかけ作りをしていきます。

先ほどの解説を読んで下さった直後な

ので、下のようなものをご覧になると、

「答を教えているみたいにならないか」

と心配される方も少なくありませんが、

初歩の段階では、これでも答えに窮す

ることが少な く ないのです。

目的はあ く までも、何が何でも正解を

導きだせるようにすることではなくて、

読解問題に接しさせるこ とで、ヒン ト

を通して「向き合い方」を理解するた

めのきっかけをつかんで欲しいと

いう ことですし、この問題に接す

る子どもさんの頭の中で、何度でも同

じこ とが再現されない限り実力は身に

つきませんから、初期の段階ではこれ

で構わないと思っています。もっとも、

中学入試となるとそ う も言ってられな

いので指導法はおのずと変わってはき

ますけれど、その方法はまたの機会に

お話することにしまし ょ う。

「副教科」と言うべからず！

今でも時々、こんな形で卒塾生が訪ね

て くれるこ とがあり ます。

「先生、楽譜の読み方と書き方を教え

て下さい。」

こういうパターンは大抵は男の子です。

中学生のときは

「君は音楽は聞かへんのん ？」

と尋ねるワタシの言葉を振り払うかの

よ うに、

「音楽なんかショーモナイ ！ 」

とか、

「音楽なんてやかましいだけやん ！ 」

と言っていた子ほど、何がどこでどな

いなったんか、おそら く、どこかで転

んで頭の打ち所があったんやろな～と

しか思えないよ うな台詞（せりふ）を

のたま うのは、これ如何に ？

「どういう風の吹き回しなん ？」

「いや･･･それが、 センパイにバンド

に引き込まれて･･･。」

「先生～、オレ、バンドでキーボード

任されて･･･。」

「ベースギターのあの低音のインパク

トにヤられてしまって･･･。」

ほうほう、ウーファー（重低音）に魂

を奪われたとな ？

「先生、パイプオルガンの曲のＣＤっ

て持ってはり ますか ？」

「クラッシッ ク音楽なんか一生聞かへ

んわ ！ 」

とか叫んどったよな～、確か。

事情を聞けば、あの重低音に心を奪わ

れたとかで、ベースギターで再現でき

ないか試してみたいとか。

理由は千差万別ですが、中学生のとき

は、

「音楽なんかナンであるねん ！ 」

と言っていた子ほど、バンドに誘われ、

エレク ト リ ックギターを手にした瞬間、

何かが降臨するのでし ょ うか、「どハ

マり」するのです。

そこでハタと気づいたこ とは、これ。

「オレ、楽譜、読まれへんやん ！ 全

然分からんし ！ 」

それでもＣＤなどを聞いて一所懸命に

音を探してコピーする。

すると、も うひとつの大問題が浮上し

ます。

「オレ、楽譜、書かれへんやん ！ 読

まれへんし、書かれへんし、どないす

んねん ！ 」

ナンでこんなこ とが起きるのか、ずっ

とナゾの部分があり ましたが、最近な

んとな く解けてきたのです。

ち ょ っと難しい話になり ますが、お許

しを。

明治政府の富国強兵政策に由来するの

が、現在の小中学校の音楽の教科書な

のです。教育の大切さを頓（とみ）に

感じた明治政府が施行した学制。その

中に音楽教育も含まれていました。

大日本帝国憲法はド イツを見習って立

憲されたこ とはご周知の通りですが、

音楽もまた厳格なド イツ音楽とその教

育法を基礎に、子どもたちに授けられ

たのです。

要するに、小中学校の音楽の教科書の

中味は、感覚重視の音楽ではな く て、

「音楽学」という学問なのです。
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ところが、実際の音楽、特に商業音楽

は、そういう作曲法を知らないけれど

感覚的に作られているものが圧倒的に

多いのですね。

勿論そうでないのもあ り ます。

例えば、サザンオールスターズの曲は

メチャクチャ厳格に作曲されています

から、聴き入れば聴き入るほどおもし

ろい ！ コアな聴き方をすればするほ

ど、すごい曲作り をしているのが分か

ってきて、ホンマにおもしろいのです。

でも、こんなのって、学校の教科書レ

ベルでは到底分かり ません。

教師時代に、試しに、ポップスを使っ

て曲を分析したのを生徒の前で授業し

てみたら、大受けしたことがあります。

授業終了後、

「先生 ！ 今日の授業最高 ！ めっち

ゃおもしろかった～ ！ 」

「毎回こんな授業やったら、 音楽絶

対に好きになるわ～ ！ 」

という感じで、意外なものでした。

自分もかつては音楽の教師で教科書を

使っていた身ですけれど、こんなこと

いうのは気が引けるとはいえ、今の音

楽の教科書の内容が、生徒が本当に知

りたいと思っているこ と と如何にかけ

離れているか、ということなんですね。

だから「音楽キラ イ」なのです。

いえいえ、それは音楽が嫌いなのでは

なくて「音楽の授業がおもしろくない」

だけのこ と。

高校生になり、何かをきっかけにして

あこがれのバンドの曲を一所懸命コピ

ーしよ う としたとき、その曲の作り方

の凄さを初めて肌で知ることになるの

です。

「君も大人になったな～。」

とか言いながら、基礎から楽譜の読み

方を教えると、あれよあれよという間

に全部覚えて帰って行きます。

教科書は基礎の基礎。音楽の授業はお

もしろ く ないかも知れないけれど、必

要なのです。もとい、必要になって く

るこ とがあるのです。

学校で学ぶ勉強のほとんどは基礎の基

礎。音楽の授業と同じよ うに退屈かも

知れないけれど、将来思わぬところで

役に立つことが多いですよ。

そういうスタンスで音楽の授業を受け

て下さいね。だから、副教科と言わな

いで下さい。

「副」は「そえる」とも読みます。受

験５科目とは別に「副教科」と言われ

るこ とが多いし、このよ うに言う人が

圧倒的に多い。

音楽、技術家庭、体育、美術は受験科

目の「副（そ）えもの」ではないので

す。

この４科目は、ほとんどの人は受験に

は関係ないけれど、将来大人になった

ときに教養として現れるのです。教養

はあなたの立ち居振る舞いそのもでも

あるという こ とにお気づきですか ？

お寺の鐘が･･･

Ａ：ゴーン

Ｂ：ゴーン

･･･ ＡはＢに「しつこいな」と思わせる

ほどの回数で「ゴーン」を繰り返し言

わせたとどのつま りに、

Ａ：何回鳴った ？

すると、Ｂは指を折りながら考え始め

ます。

すかさずＡが言ったのが、この台詞。

「アカンやん。ボクのマネして『何回

鳴った』って言わなアカンやん」

そこで、ＢはＡにしてやられたことに

初めて気づきます。

これ、小学生のときに私がよ く やられ

たものです。「あ～ ！ やられた～ ！ 」

と言いながらも、即座にめぼしい子を

見つけては私も仕掛けたという･･･。

〈 張良と黄石公のお話 〉

中国の故事に、こんな奇妙なお話があ

り ます。

登場人物は張良と黄石公。張良は中国

の漢王朝時代の将軍で、その武名は国

中に響き渡っているほどでした。

Ａ：ボクのマネするんやで。

Ｂ：うん、わかった。

という短い会話の直後から Ａの仕掛け

は始ま り ます。

Ａ：お寺の鐘が

Ｂ：お寺の鐘が

Ａ：ゴーン

Ｂ：ゴーン

彼がまだ若い頃、黄石公という老人か

ら「太公望秘伝の兵法の極意」を授け

られたときのエピソードです。

若き張良が浪人時代に武者修行の旅先

で黄石公という、よぼよぼの老人に出

会います。

老人は、自分は太公望秘伝の兵法の奥

義を究めたものであるが、キ ミは若い

のになかなか修行に励んでいて、見所

があるから奥義を伝授してあげよ う と

言うのです。

張良は飛び上がらんばかりに喜び、そ

れからは「先生、先生」とかいがいし

くお仕えするのですが、この先生、そ

う言っただけで何も教えてくれません。

いつまで経っても教えてくれないので、

さすがの張良もだんだんイライ ラして

きました。

そんなある日、張良が街を歩いている

と、向こ うから石公先生が馬に乗って

やって来ます。

そして、張良の前まで来ると、ぼと り

と左足の沓（くつ）を落とします。

そして「取って、履かせよ」と先生は

命じます。

張良は、内心ムッ としますが、そこは

先生のお言いつけですから、黙って拾

い履かせました。

別の日、また街を歩いていると、馬に

乗った石公先生と再び出会います。す

ると先生、今度は両足の沓をぽと りぽ

と り と落とし、前回と同じよ うに拾っ

て履かせるよ うに命じました。

張良は以前にも増してムッ としました

が、これも兵法修行のためと言い聞か

せ、甘んじて沓を拾い履かせました。

その瞬間、張良は全てを察知して、太

公望秘伝の兵法の奥義をこ とごと く会

得して免許皆伝となり ました。

〈 なにかが変だ？ 〉

さて、これを読んだあなたはどう思わ

れましたか？

実は、張良も、このこ とを書いた筆者

も、これを読んだ人も、次々とある間

違いを犯してい くのです。

「間違いを犯す」というのはち ょ っと

きつい表現ですので、「誤解をする」

と言い改めますね。

まず張良です。

老師は張良の目の前で、ただ沓を落と

しただけですね？

１ 回目なら偶然かも知れないけれど、

２回目があって、しかも今度は両足と

きたのですから、これは奥義伝授のた

めの何かの意味合いがあるのだろう と

勝手に考えたのは張良の方です。

老師はそんなことは一言も言っていま

せん。でも、張良も本当に奥義伝授の

ための何かの意味合いがあるのだろう

と勝手に考えたのかどうかすら、ここ

には書かれていません。

それに、張良がムッとしたこ と自体も

「誤解」のひとつなのです。

という よ うな内容を、自分の経験に照

らし合わせた結果として、書いている

筆者も「誤解」をしたのです。

そして、これを読んでいる私もあなた

も「誤解」をしているのです。

どんな「誤解」？

なんなのだ、この話･･･ ？

〈 これぞ悟りの極意？ 〉

はい。そういう風に考えるこ と自体が

間違い（誤解）なのです。

これ、悟りの極意なのです。

例えば、ガラスのコップをあなたが手

から滑らせて床に落として割ってしま

ったとしまし ょ う。その瞬間、あなた

はどう しますか ？ いろんなことを考

えませんか ？

はい。これが、そもそもの間違い（誤

解）なのです。

目の前で起きたことはそのものを見る

のみであって、考えるこ とではないの

です。起きたその事実だけを見る。こ

れが悟りの極意です。

「ホンマか ？」と考えた瞬間に、あな

たの誤解が始まるのです。

でも、ニンゲンは悲しい生き物で、ど

う しても目の前で起きたことに色んな

ことを考えて理由付けをしよ う とする

生き物なのです。

なんてこ とをエラソーにほざいている

「悟りの極意」という私の言葉自体が、

私の誤解そのものかも知れません･･･。

という、お話しでした。

おあとが、よろしいよ うで。

そういえばワタシの友人で「漁夫の利」

のことを「漁利の夫（ぎょ りのふ）」

と言って、知ったかぶりをしていたヤ

ツがおり ました。元気してるのかな ？

こちらは「人生塞翁が馬」ですね。

４



久しぶりに塾のウェブページをいじ り

ました。というのは、前々から動画を

挿入したかったからです。が、動画を

撮るこ とにずっとあることが引っかか

っていて、踏み出せないでいました。

理由は以下の通りです。

① 不特定多数の人が閲覧するので生

徒さんが特定されないか ？（いわゆ

る「身バレ」ですね）

② 生徒さんの姿を入れないで動画を

撮ったとして、その信頼性をどこ ま

でアピール出来るのか？

YouTubeを利用して動画をア ップする

とか、インスタグラムとかFacebookの

動画機能を利用するとか、あるいは、

TikTokを利用する とか、SNSを利用し

ない手はないというのは分かっていた

のですけれど･･･。

まず、TikTokは早々と候補から外しま

した。とい うのは、YouTubeにア ッ プ

動画撮影あれやこれや
2023年05月27日(土) アメーバブログ

されているTikTok動画を見ていたら、

教育関係のものもちらほらと見かけま

すが、ちょ っと二の足を踏まざるを得

なかったからです。

まあ、四の五のと言っていないで、何

人かの生徒さんに協力をお願いして、

とにか く撮影開始です。

既存のスタンドを使おう と思ったので

すが、タブレッ ト専用だったので使え

ないこ とがわかり、自分のスマホを自

ら左で持ちながらの撮影となりました。

多少画面が揺らぎますが、まずまずと

いう と ころ。

iPhoneから Ｐ Ｃに動画をコピー。この

時点では協力して下さった生徒さんの

姿の一部が映り込んでいましたので、

モザイ クをかけて編集しましたが、ど

う もしっ く り来ません。

こ ういう動画の場合、「身バレ」がい

ちばん怖いわけです。

動画の知的レベルは全く違いますが、

例の「スシロー事件」で もTwitterに

アップさせた瞬間に、動画をアップさ

せた本人が想像するよ り も遥かに速く

拡散されて炎上騒ぎとなるだけでな く

て、こ ういう「ト ンデモ動画」に対し

て動画内の人物の特定をするのを得意

としている人物もいて、あっという間

に氏名は勿論、通っている学校の名前

や住所なども公開されてしまいました。

動画の内容レベルから言えば教育関係

なので、こんなこ とにはならないとは

思いますが、モザイ クをかけたとはい

え姿が映るのは良くないということで、

アップを断念しました。

こんな感じで、いざアップさせるとな

ると、いろんな想いが自分の脳裏に現

れては消えるので、難しさを痛感させ

られましたね。

そこで、方法を、プ リ ン ト や問題集の

紙面を映し出させながら、生徒さんと

のやり取りを撮影する方へ軌道修正。

すると、これがまた難しい。これは俯

瞰（ふかん：上から見ること）が出来

るスマホスタンドの必要性を感じなが

らも、数回は左手で持ちながら一生懸

命に撮り ました。

実際に撮り始めると、難しいこと

もありますが、結構おもしろいもの

ですね。

中学生の指導現場を２本、小学生の指

導現場を ２本をとにか く撮影し、親御

様のご快諾を得てウェブページにアッ

プさせました（６月初旬時点）。

お子さんの学習現場をときおり撮影し

て、親御様のLineメ ッセージに載せる

のですけれど、今までは写真（静止画

像）のみ。

今回、ご承認いただく ために動画をご

覧に入れたのですが、好評をいただき

ました。ホンマはＺ ＯＯＭ授業の録画

も撮りたいのですが、こちらは生徒さ

んのお顔がモロに入り ますので、さて

どないしよ うかと思案中です。

思わぬ副産物
2023年06月09日(金)ア メーバブログ

ウェブページに指導現場の動画を掲載

するために、「これは動画にしたい」

と直感的に感じたときに撮影しては、

PＣの動画編集アプ リ で編集し、せっ

せとYouTbeにアップしています。

動画撮影にふさわしいよ うなシチュエ

ーショ ンが出て来たら、ぜひ協力して

もらいたいことを事前に生徒さんにお

願いしているこ と もあって、幸いにも

結構すんなり と撮影を進めるこ とがで

きています。

お願いのときには、こちらが絶対に守

るべき条件をお伝えします。

① 動画内で生徒さんの氏名（相性も

含む）を言わないこ と。

② 本人が特定されるよ うなものは撮

さないこ と（特に顔ですが、特色の

あるデザインの衣服など）。

つま り、身バレをさせぬよ うに配慮す

ることが第一条件となり ます。

という ことで、直前の記事の最後に掲

げた写真のようなツールを手に入れて、

手元と声だけを撮影できるよ うにしま

した。

不思議なのは（というのか、多分ワタ

シが仕組みをよ く分かっていない）、

ちゃんと確認して撮影したはずなのに

Ｐ Ｃにコピーした動画を見ると、逆さ

まになっていたり、縦向きになってい

て妙に見づらかったりするこ とも間々

あり ます。なので、Ｐ Ｃ用の動画編集

ソフ ト で動画の向きを正方向に直しま

す。

それと、実はワタシ、よ く計算ミ スを

するのです。

小学６年生の小数と分数混合のやや長

い四則計算式の解説をする動画を撮影

中に、「12× ７ ＋ ６」の計算で、答は

「90」になるはずなのに、動画内でナ

ンと「80」と、しかも平然と言いなが

ら書いているなんていう ことが、結構

あるのです。

いざ動画にしてみるとおもしろいもの

で、第三者的な見方をするのか、反省

材料とか工夫箇所などが見えたり もし

ますし、おそれている計算ミ スをして

いるのを発見すると、顔から火が出来

るよ うな思いをさせられたりで、その

部分をカッ ト して別の撮影分とを く っ

つけたり と、いろいろと手間もかかる

反面、撮影する前まではなんだかんだ

と面倒がっていたのですが、いざして

みると、これが結構楽しいのです。

撮影後は、ややデータが大き く なるの

ですが、そのままを、撮影に協力して

下さった生徒さんの親御様のLINEメ ッ

セージに載せてご覧いただきます。

大抵の場合は快諾していただけますし、

何よ り も、指導の現場を親御様が見て

下さるという こ とで、大きな安心をお

届けできるのです。

というのは、塾というのはある意味で

密室だからです。

学年の低いお子さんであれば、塾への

行き帰りは、余程お忙し く ない限りは

付き添われます。

「じゃあね～」と塾舎に入るお子さん

と「一次のお別れ」をしたあとお子さ

んが塾舎に入られると、その日におこ

なわれた課題の内容やその正誤の具合、

あるいは、指導者側からの書き込みな

どで、塾舎内でどのよ うな指導を受け

ているかを推測するこ とは可能です。

お迎えに来られて、

「今日はどうだった ？」

という親御様の問いかけに、幼い子で

あれば、

「楽しかったよ。」

とはいう ものの、どんな指導を受けた

のかを説明出来るだけの語彙力はまだ

ないので、

「ウチの子が楽しそうにしているのな

ら、まあ安心かな･･･。」

という よ うな推測の域を出ません。

それに、お子さんが中学生ともなると、

反抗期も手伝って、話そう としな く な

り ます。

すると、親御様から快諾のメ ッセージ

だけでな く て、ご相談メ ッセージや思

わぬメ ッセージをいただけるという好

機にも恵まれるのです。

その中には、ワタシごときでは生まれ

出ない親御様ならではの表現があった

り、ずっと言語化できないでいたこ と

を見事に代弁して下さっていたりで、

本当に宝物になるのです。

例えば、ワタシが口癖のよ うに言う、

「再現性のない指導は、指導とは言え

ない。」

というのがあるのですが、これもお母

様からいただいたお言葉なのです。

あるいは、「お母さん目線が塾目線」

もそうです。

そして、今回も大きなヒン ト をいただ

きました。もしかすると、ワタシのこ

れからの国語読解指導方法の確立を加

速させるかもしれないほどのお言葉で

した（その言葉は、冒頭記事「『「ふ

れ合う』から『向き合う』へ」につな

がり ます）。

どう してこんなところに

魔女の絵が？」

そう思われた方は「編集

後記」へ。

５



お詫び
「先生、６月のニュースレターに、答がなかったやん ！ 」という、スル

ド～イご指摘を、ある生徒さんからいただきました。５月号を確かめた

ら確かに「６月号をお楽しみに ！ 」とエラソーに書きながら、失念して

おりましたので、７月号をお借り して、解答解説をさせていただきます。

こ ういうご指摘をいただけるという ことは、この拙いニュースレターで

も真剣に読んで下さっているという ことですので、感謝の極みです。

YouTubeにアップした動画の一部です（HPにも公開しています）。

中学２年生の数学

小学６年生の算数（分数・小数の混合計算）

中学２年生の英語

YouTube動画

編集後記
ワタシ、「ぎっ く り腰」は日本人特有

のもので、欧米の人々はならないと思

っていましたが、アメ リ カでは社会人

の欠勤理由の第一位にあげられるほど

だと知って驚きました。

ちなみにド イツ語ではぎっ く り腰をこ

う言います。

Hexenschuss（ヘキセンシュス）。意

味は「魔女の一撃」。「Hexen魔女」と

「Schuss一撃」の２語が合成された言

葉です。

英語では「whitch's shot」。

「I think I got witch's shot.」で

「ぎっ く り腰になったっぽい。」

なんていう表現をするそうです。

いつのデータかは忘れてしまいました

が、国民皆保険制度のないアメ リ カで

は国民は民間の保険会社に掛け金をし

て、いざとなったらその中から支払う

そ うですが、「ぎっ く り腰」での申請

があま りにも多く なり、保険会社が悲

鳴を上げたことで、国家的案件にまで

なった年があったそうですから、世界

共通のもののよ うです。

ところが「ぎっ く り腰」はあ く までも

通称であって、医学的な名称がないの

です。大抵は「急性腰痛」として扱わ

れます。

確かに、ド イツ語にしても英語にして

も「一語」ではあり ませんので、あの

たとえよ うのない痛みはそのまま一言

で表すことの出来る言葉もないという

意味では、やや質の良く ないの悪いシ

ャレみたいですね。

「あっ ！ ヤバイ ！ 」と思った瞬間に

はキテマス。「あっ ！ キターッ!!」

ですものね。

急性期には冷却し、痛みが緩和された

ら温めるのが良いそうですが、ワタシ、

これをして ２年前にエラ イ目に遭いま

したので、参考になさらない方が良い

のかと･･･。

で、ナンでこんな話をするのかという

と、現在のワタシがちょいと危険な状

態だからです。ある特定の動きをする

と右の背中側の股関節と腰周りに「ピ

キッ ！ 」と鋭い痛みが走り ます。

いつもお世話になっている鍼灸師先生

によると、毎年５月と６月に多いそ う

です。重い荷物を「エイヤッ ！ 」と持

ち上げたときだけでな く て、く しゃみ

ひとつをしてもなるときはなり ますと

のことです（気圧の影響かも ？）。

その先生によると、背中と腰回りの筋

肉の捻挫なんだとか。時々生徒さんか

ら「どんな痛さ ？」と尋ねられるこ と

があり ますが、たとえよ うがないので

すけれど、

「運動をしていて足首を捻挫したこ と

ある ？ あの痛みを腰に持って来た

感じ。」

と伝えています。

最近はご自宅でいわゆるテレワークを

する方も増えていて、お若い人でもな

るそうなので、ご用心あれ。「天災と

ぎっく り腰は忘れた頃にやってくる。」

（by Shirousagi）

６


